


食」、「キャピラリー・バリア」についてこれほど時間を配した基調講演はこれが最初と思われた。

本会議の実行委員長である龍岡先生は、会議の成功のひとつに「基調講演の出来」があると述べ

ていたが、この講演はオリジナリティーと実務性の高さで会議の成功に一役かったと評価できよ

つ。
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